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1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 84,696 3.4 5,988 3.7 6,557 3.0 2,449 △32.9

22年３月期第２四半期 81,921 11.1 5,775 6.4 6,364 5.7 3,650 9.6

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 54. 43 54. 41

22年３月期第２四半期 81. 14 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 145,683 95,830 65.8 2,128. 96

22年３月期 148,293 94,067 63.4 2,089. 80

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 95,807百万円 22年３月期 94,067百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年３月期 ─ 15. 00 ─ 15. 00 30. 00

 23年３月期 ─ 15. 00

 23年３月期(予想) ─ 15. 00 30. 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 170,223 4.0 11,730 7.2 12,145 0.8 4,699 △26.1 104. 39



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書の手続を実施しています。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．業績予想としましては、本日現在のデータに基づき作成したものであり、予想につきましては様々な

不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

２．業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短

信（添付資料）３ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性

的情報」をご参照してください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  ─社 (            )、除外  ─社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 47,911,023株 22年３月期 47,911,023株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 2,898,359株 22年３月期 2,898,135株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 45,012,753株 22年３月期２Ｑ 44,986,566株



1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………  2 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 …………………………………………………  2 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 …………………………………………………  3 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 …………………………………………………  3 

2. その他の情報 ……………………………………………………………………………  4 

(1) 重要な子会社の異動の概要 …………………………………………………………  4 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ………………………………………  4 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ………………………………  4 

3. 四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………  5 

(1) 四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………  5 

(2) 四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………  7 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………  9 

(4) 継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………… 11 

(5) セグメント情報 ……………………………………………………………………… 11 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………… 11 

  

  

○添付資料の目次

-1-

ゼビオ株式会社（8281）　平成23年３月期　第２四半期決算短信



当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、政府に

よる景気刺激策の効果と、新興国の消費拡大に支えられた輸出の増加、国内での民間在庫調整などか

ら、大手製造業を中心に業績の底打ちが鮮明になり、個人消費も徐々に回復に向かうかに見えていまし

た。しかし、先進各国における通貨安競争による7月以降の急激なドル安、円高の進行、及び米国景気

回復の遅れ、更には中国における反日運動の発生などの不安要素も重なり、国内景気回復の足取りは再

び不透明になりつつあります。 

スポーツ用品販売業界におきましては、個人消費における節約志向とデフレ基調が続く厳しい環境で

あるものの、国内外でのトップアスリートの活躍の影響や、健康志向やエコブーム、及び手軽なファミ

リーレジャー需要は堅調であり、ランニング、ウォーキング、トレッキングやサイクリングといった分

野での参加人口は増加しております。 

このような環境下、当社グループでは、店舗面・商品面・プロモーションの強化施策と成長領域に向

けての様々な取組みを進めてまいりました。 

 店舗戦略に関しましては、従来のスーパースポーツゼビオを進化させた体験型スポーツショップをコ

ンセプトとし、ドラッグ商材やスポーツカジュアルを新しい形態で提案するゼビオドームつくば学園東

大通り店を出店しました。また、駅前立地にゴルフパートナーとして初のレディス専用フロアを併設し

た都心型店舗を出店し、ゴルフクラブ循環型の中古ショップ併設店舗を８店舗増加させました。さら

に、地域ＭＤや店内演出強化のための改装などを行い、積極的に既存店の活性化を実施いたしました。

これらにより、一層お客様に支持される売場作りに努めてまいります。 

 商品面では、繊維メーカーとの協業により消臭機能などの機能性を追加した本物志向のオリジナル商

品の開発を推進するほか、ゴルフパートナー社のオリジナルブランド「ネクスジェン」の取扱いをグル

ープ各社で拡大しております。 

 新規事業として、ゴルフ場予約などのＷｅｂサービスを行う株式会社ＡＬＢＡパートナーズを連結子

会社化することで、メディアミックスによる相乗効果やＥＣ、サービス事業に向けたチャレンジを開始

しました。 

 また、「こころを動かすスポーツ。」をグループのブランドステイトメントとして明文化し、グルー

プアイデンティティの確立を兼ねたコミュニケーション戦略に着手したほか、グループ統一での人材育

成制度の刷新と強化を図っております。 

出退店の状況につきましては、積極的な出店を継続し、スーパースポーツゼビオを４店、ゴルフパー

トナー11店を出店するとともに、スーパースポーツゼビオ２店、ヴィクトリアゴルフ２店、ゴルフパー

トナー３店の閉店を行いました。これにより当第２四半期末における店舗数はゼビオ㈱で149店舗とな

り、㈱ヴィクトリアの61店、㈱ゴルフパートナー直営店96店、㈱フェスティバルゴルフ5店を含めグル

ープの総店舗数は311店舗となりました。グループ合計の売場面積は前連結会計年度末に比べて2,679坪

増加して138,208坪となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における連結業績は、売上高84,696百万円（前年同期間比

3.4％増）、営業利益5,988百万円（前年同期間比3.7％増）、経常利益6,557百万円（前年同期間比

3.0％増）、四半期純利益2,449百万円（前年同期間比32.9％減）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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事業の種類別セグメントの営業概況は次のとおりであります。 

①ゴルフ用品・用具部門 

ファッショントレンドを取り入れたゴルフパンツや軟鉄アイアンなど一部の商品は堅調であったも

のの、猛暑によるプレー数の減少と倹約志向による買い替えサイクルの長期化などにより、売上が伸

び悩み、ゴルフ用品・用具部門の売上高は前年同期間比2.2％減となりました。 

②アスレチックスポーツ、トレーニングウェア、シューズ部門 

サッカーワールドカップ開催による実需の拡大に加え、猛暑に対応した新しい速乾性の機能性素材

を追加投入したこと、及び筋肉をサポートし運動機能を促進するマルチウェアの需要拡大もあり、売

上は好調に推移しました。また、レディス参加人口の増加により、ウォーキングやランニングシュー

ズが堅調に推移しました。 

 以上の結果、アスレチックスポーツ、トレーニングウェア、シューズ部門売上高は前年同期間比

5.3％増となりました。 

③アウトドア・その他部門 

首都圏を中心にキャンプ需要が増加した他、「山ガール」に象徴されるように女性のトレッキング

参加人口が増加したことにより、売上は好調に推移しました。 

  また、自転車の利用者数増加による需要の増加もあり、アウトドア用品・その他部門売上高は前年

同期間比9.9％増となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ2,610百万円減少し145,683

百万円となりました。主な要因としては、たな卸資産の減少などにより前連結会計年度末に比べ流動資

産が3,904百万円減少し75,085百万円となったことと、新店舗の設備投資などにより有形固定資産が

1,187百万円増加し、固定資産が前連結会計年度末に比べ1,294百万円増加し70,597百万円となったこと

によります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債の部は、支払手形及び買掛金が減少したことなどにより前連結会

計年度末に比べ4,372百万円減少し49,853百万円となりました。また、純資産の部は、前連結会計年度

末に比べ利益剰余金が1,771百万円増加したことなどにより95,830百万円となりました。 

  

当第２四半期の業績は想定した範囲で推移しており、通期の連結業績予想に変更はありません。 

  
  
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

① 簡便な会計処理 

固定資産の減価償却費の算定方法 

連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

① 会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は91百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は1,753百万円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は2,613百万円であ

ります。 

  

②  表示方法の変更 

 （四半期連結貸借対照表関係） 

前第２四半期連結会計期間において無形固定資産の「その他」に含めておりました「ソフトウエ

ア」は、金額の重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より、区分掲記することに変更い

たしました。なお、前第２四半期連結会計期間の無形固定資産の「その他」に含まれている「ソフ

トウエア」は2,255百万円であります。 

  

前第２四半期連結会計期間まで有形固定資産の「その他」に含めて表示しておりました「リース

資産」は、金額の重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より、区分掲記することに変更

いたしました。なお、前第２四半期連結会計期間の有形固定資産の「その他」に含まれている「リ

ース資産」は取得価額は2,053百万円、減価償却累計額は216百万円であります。 

  

前第２四半期連結会計期間において固定負債の「その他」に含めておりました「リース債務」

は、金額の重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より、区分掲記することに変更いたし

ました。なお、前第２四半期連結会計期間の固定負債の「その他」に含まれている「リース債務」

は1,507百万円であります。 

  

 （四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸

表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,968 18,272

受取手形及び売掛金 9,870 9,529

有価証券 7,000 4,000

営業貸付金 2,707 2,740

商品 37,120 40,052

繰延税金資産 1,482 1,445

その他 3,374 3,297

貸倒引当金 △439 △348

流動資産合計 75,085 78,989

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 35,764 32,985

減価償却累計額 △19,761 △17,542

建物及び構築物（純額） 16,002 15,443

土地 14,914 14,846

リース資産 3,966 3,199

減価償却累計額 △794 △555

リース資産（純額） 3,172 2,643

建設仮勘定 139 115

その他 8,765 8,389

減価償却累計額 △6,812 △6,443

その他（純額） 1,953 1,945

有形固定資産合計 36,182 34,994

無形固定資産

のれん 5,249 5,410

ソフトウエア 2,406 2,052

その他 659 692

無形固定資産合計 8,315 8,156

投資その他の資産

投資有価証券 789 652

長期貸付金 94 99

繰延税金資産 2,416 1,818

差入保証金 7,739 8,279

敷金 11,402 11,471

投資不動産 6,196 6,299

減価償却累計額 △4,021 △3,962

投資不動産（純額） 2,174 2,336

その他 1,676 1,629

貸倒引当金 △192 △135

投資その他の資産合計 26,100 26,152

固定資産合計 70,597 69,303

資産合計 145,683 148,293
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 29,083 35,707

短期借入金 1,342 650

1年内返済予定の長期借入金 229 368

未払法人税等 2,660 2,302

賞与引当金 785 738

役員賞与引当金 7 14

ポイント引当金 1,708 1,754

その他 6,550 7,538

流動負債合計 42,366 49,074

固定負債

長期借入金 45 123

リース債務 3,138 2,779

繰延税金負債 116 116

退職給付引当金 248 237

役員退職慰労引当金 74 70

負ののれん 5 438

資産除去債務 2,633 －

その他 1,224 1,384

固定負債合計 7,486 5,151

負債合計 49,853 54,225

純資産の部

株主資本

資本金 15,935 15,935

資本剰余金 16,096 16,096

利益剰余金 68,908 67,137

自己株式 △5,161 △5,161

株主資本合計 95,778 94,008

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 34 59

繰延ヘッジ損益 △6 －

評価・換算差額等合計 28 59

新株予約権 22 －

純資産合計 95,830 94,067

負債純資産合計 145,683 148,293
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 81,921 84,696

売上原価 50,741 52,361

売上総利益 31,179 32,335

販売費及び一般管理費 25,404 26,346

営業利益 5,775 5,988

営業外収益

受取利息 57 56

受取配当金 6 9

不動産賃貸料 392 391

負ののれん償却額 433 433

その他 116 177

営業外収益合計 1,005 1,068

営業外費用

支払利息 14 12

不動産賃貸費用 391 469

その他 11 16

営業外費用合計 417 499

経常利益 6,364 6,557

特別利益

貸倒引当金戻入額 6 14

特別利益合計 6 14

特別損失

固定資産除却損 29 68

減損損失 315 139

店舗閉鎖損失 35 10

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,662

賃貸借契約解約損 － 294

その他 － 46

特別損失合計 380 2,220

税金等調整前四半期純利益 5,989 4,352

法人税、住民税及び事業税 2,407 2,516

法人税等調整額 △68 △613

法人税等合計 2,339 1,902

少数株主損益調整前四半期純利益 － －

四半期純利益 3,650 2,449
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 38,716 40,978

売上原価 24,166 25,607

売上総利益 14,550 15,371

販売費及び一般管理費 12,591 13,265

営業利益 1,959 2,106

営業外収益

受取利息 28 28

受取配当金 0 0

不動産賃貸料 206 198

負ののれん償却額 216 216

その他 58 55

営業外収益合計 509 499

営業外費用

支払利息 6 6

不動産賃貸費用 207 233

その他 5 11

営業外費用合計 220 251

経常利益 2,248 2,354

特別利益

貸倒引当金戻入額 4 1

特別利益合計 4 1

特別損失

固定資産除却損 24 21

減損損失 289 36

店舗閉鎖損失 30 1

賃貸借契約解約損 － 224

その他 － 3

特別損失合計 344 287

税金等調整前四半期純利益 1,908 2,068

法人税、住民税及び事業税 1,002 1,125

法人税等調整額 △305 △247

法人税等合計 696 878

少数株主損益調整前四半期純利益 － －

四半期純利益 1,211 1,190
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,989 4,352

減価償却費 2,035 2,183

減損損失 315 139

のれん償却額 204 204

負ののれん償却額 △433 △433

貸倒引当金の増減額（△は減少） 124 148

賞与引当金の増減額（△は減少） 9 42

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7 △6

ポイント引当金の増減額（△は減少） △36 △46

退職給付引当金の増減額（△は減少） 51 11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 3

受取利息及び受取配当金 △63 △66

支払利息 14 12

固定資産除却損 29 68

賃貸借契約解約損 － 294

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,662

売上債権の増減額（△は増加） △668 △315

営業貸付金の増減額（△は増加） △493 32

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,528 2,932

仕入債務の増減額（△は減少） △7,580 △6,624

未払金の増減額（△は減少） △360 △658

その他 74 △275

小計 2,740 3,658

利息及び配当金の受取額 11 16

利息の支払額 △14 △12

法人税等の支払額 △1,644 △2,118

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,093 1,543

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,508 △1,585

有形固定資産の売却による収入 808 0

有形固定資産の除却による支出 △10 △32

無形固定資産の取得による支出 △359 △717

無形固定資産の売却による収入 － 21

敷金及び保証金の差入による支出 △213 △366

敷金及び保証金の回収による収入 642 716

投資有価証券の取得による支出 － △180

預り保証金の返還による支出 △33 △27

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △0

子会社株式の取得による支出 △6 －

その他 93 △91

投資活動によるキャッシュ・フロー △589 △2,263
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △70 692

長期借入金の返済による支出 △231 △217

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △151 △384

配当金の支払額 △672 △672

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,126 △583

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △622 △1,303

現金及び現金同等物の期首残高 13,195 22,272

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,572 20,968
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前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

一般小売事業部門の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額

の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略して

おります。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

 〔セグメント情報〕 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社グループは、一般小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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